
二中実践統一事項
～後半戦～



①Classroomで学習の手引き

・クラスルームで本時の「ルーブリック」
や「課題解決の流れ」などを確認！

・個別最適、協働的な学びにつなげる！
・指示がコンパクトにでき、生徒の活動時
間が増える！



②進捗状況チェックシート

・生徒の学びを見取り、支
援や評価に生かす！



③探究のサイクルを意識した展開

Ⅰ「課題の設定」
Ⅱ「情報の収集」
Ⅲ「整理・分析」

Ⅳ「まとめ・表現」



④振り返り (アウトプット )の強化

・文字数をカウントし、その数に応じて
色を付ける

・視点を二つ持たせる
　(教科で学んだこと )
　(学び方の振り返り )

https://docs.google.com/document/d/1Tfag_MqbU9ceyQz8qXD5rk9CbCkQ8hCq1elRKpWcq54/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/1Tfag_MqbU9ceyQz8qXD5rk9CbCkQ8hCq1elRKpWcq54/edit?usp=sharing


④振り返り (アウトプット )の強化
教科で学んだこと（例）

・どういう学習活動をしたのか。
・何ができるようになったのか。
・何を学んだのか。
・今までの学習とつながる内容は　　　ど
ういうものだったか。
・どのような見方・考え方で解決した 　
か。　　　　　　　　　など・・・



④振り返り (アウトプット )の強化
学び方の振り返り（例）

・目標は達成できたか。
・時間配分はどうだったか。
・友達との関わり方はどうだったか。
・教科書、資料、動画などを活用でき　た
か。

　　　　　　　　　　　　など・・・



２学期、統一して実践していきたいこと

①Classroomで「探究のサイク　
ル」に沿った指示・学習の流　れを
示す。
②進捗状況チェックシートで
　生徒の学習状況をみとる。
③文字数をカウントし、色をつける。



夏季学習会で学んだことの
共有



個別に、１人１人にとって最適に選択・決定する

・目標、評価
・学習の手順、順序 (学習過程 )
・学習の進度 (ペース)
・教材、教具
・学習する場所
・一緒に学習する人 　　　など…



　毎日、変わらず、
わからないメンバー
で集まって学習して
も解決まではかなり
遠い。
　同じメンバーばか
りで協働し続けてい
て、はたして価値観
は広がるのだろう
か。

　昨日とは違うメン
バーでやってみよ
う！



個別最適な学習
　　　　　　・協働的な学び

学び方を指導



学び方を指導

・資料の読み取り方
・教科書の見方
・動画の見方
・振り返りの仕方

　　　　　　　　　　など・・・



教科特有の学び方を指
導・教科の見方・考え方

・教科の「情報の収集」の仕方
・教科の「整理・分析」の仕方

　　　　　　　　　　など・・・





https://drive.google.com/file/d/1jovu1ik8_kYRgyNYq4lz7AVipf9pk8Zf/view?usp=drive_link




第二回  公開授業 (11/6)
〇各学年２人ずつの６人
〇国・数・英・理・社
　技能教科
〇学年で授業研究予定



・Googleチャット
　二中実践共有スペースの活用
・Teams投稿のリアクション
・朝の連絡（スプレッドシート）
　の活用・習慣（８月・９月）
・校務DX　⇒　クラウド化
　　　　　　　  URLでの共有



・C4thの出席簿の確認ボタン
・朝の健康観察⇒ C4th
・生成AIチャットボット
　Education Chat


